
　
今
号
は
、
本
会
の
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
若
杉
ク
ラ

ブ
歩
こ
う
会
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

若
杉
ク
ラ
ブ
歩
こ
う
会
の

歴
史

　
若
杉
ク
ラ
ブ（
以
下
本
会
）が

発
行
す
る
老
倶
た
よ
り
第
22
号

（
昭
和
52
年
7
月
発
行
）に
、
連

合
会
た
よ
り
歩
こ
う
会
の
記
事

が
あ
り
ま
す
。
本
会
で
は
、
高

齢
者
学
級
と
同
様
に
現
在
も
継

続
し
て
い
る
事
業
で
す
。

■
令
和
の
歩
こ
う
会

　
現
在
は
、春
期
と
秋
期
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
春
期
歩
こ
う
会

は「
須
恵
町
史
跡
・
名
所
巡
り
」と

し
、当
面
は
守
母
神
社
大
祭
日
に

実
施
と
し
て
い
ま
す
。
秋
期
歩

こ
う
会
は
、単
位
ク
ラ
ブ
健
康
サ

ポ
ー
ト
員
が
小
学
校
区
ご
と
に

目
的
地
と
実
施
す
る
催
し
物
を

協
議
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、

歩
く
こ
と
に
不
自
由
な
人
が
増

え
た
た
め
、移
動
手
段
は
問
わ
な

い
こ
と
と
し
、会
員
同
士
の
交
流

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
令
和
７
年
春
期
歩
こ
う
会

　
4
月
20
日（
日
）に
開
催
し
ま

し
た
。
一
昨
年
、昨
年
は
悪
天
候

の
た
め
中
止
し
ま
し
た
が
、
今

年
は
何
と
か
雨
を
免
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
思

い
が
守
母
さ
ま
に
通
じ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
午
前
11
時
か
ら
開

会
式
を
行
い
、藤
会
長
が
あ
い
さ

つ
を
述
べ
た
後
、参
加
者
1
7
6

人
の
皆
さ
ん
は
、
単
位
ク
ラ
ブ

ご
と
に
昼
食
を
楽
し
み
な
が
ら
、

昭
和
の
森
公
園
の
新
緑
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
守
母
神
社
大
祭
が

開
催
さ
れ
、守
母
神
社
を
建
て
た

祖
先
を
も
つ
地
元
甲
植
木
区
役

員
の
皆
さ
ん
が
、周
辺
の
草
刈
り

や
参
道
の
整
備
、
ト
イ
レ
清
掃
、

駐
車
場
の
整
備
な
ど
の
奉
仕
作

業
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
か
げ
で
気
持
ち
良
く
守

母
さ
ま
に
お
参
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

■
守
母
神
社
の
由
来

　
守
母
神
社
は
須
恵
町
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
由
来
を
社
会
教
育
課

の
資
料
を
参
考
に
簡
単
に
紹
介

し
ま
す
。

　
今
か
ら
4
7
0
年
前
、若
杉
山

に
あ
っ
た
高
鳥
居
城
が
島
津
軍

の
侵
攻
で
落
城
す
る
際
、城
主
の

幼
君
と
乳
母
が
一
緒
に
植
木
の

道
林
寺
に
逃
げ
る
途
中
、こ
の
地

に
隠
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
幼
君

の
泣
き
声
に
よ
っ
て
追
手
に
発

見
さ
れ
、共
に
最
後
を
遂
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、道
林
寺
の
門
徒
の

人
々
が
非
業
の
最
後
を
遂
げ
た

乳
母
の
霊
を
守
母
さ
ま
と
仰
ぎ

称
し
て
、乳
母
を
祀
る
小
さ
な
祠

を
こ
の
場
所
に
建
て
、守
母
神
社

と
呼
び
ま
し
た
。
以
来
こ
の
神

社
は
地
域
の
人
々
か
ら「
守
母
さ

ま
」と
呼
ば
れ
、
子
ど
も
の
夜
泣

き
に
悩
む
母
親
の
信
仰
を
集
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

若
杉
ク
ラ
ブ
７
月
行
事
予
定

若
杉
ク
ラ
ブ

第
2
回
高
齢
者
学
級

▼	

日
　
時
　 

7
月
18
日（
金
）

10
時
～

▼	
場
　
所

	
 

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵

大
ホ
ー
ル

▼	

演
　
題
　「
町
政
報
告
」

▼	

講
　
師

	

須
恵
町
長
　
平
松 

秀
一 

氏

　
若
杉
ク
ラ
ブ
は
、「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、担
お
う
！ 
地
域
づ
く

り
を
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
多
く
の

仲
間
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、未
加
入
の
人
は
、若
杉

ク
ラ
ブ
や
単
位
ク
ラ
ブ
の
行
事

へ
の
体
験
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
の
加
入
や
体
験
参

加
を
希
望
す
る
人
は
、
地
域
の

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問	

若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
所

	

（
須
恵
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

	

☎ 

９
３
３・２
１
６
０

幽ゆ
う
こ
く谷
に
西さ

い

行
ぎ
ょ
う

庵あ

ん

の
桜
散
る�

�

松
永

　唯
道

境
内
の
闇
深
々
と
落
椿�

�

千
成

　恵
子

女
坂
と
言
ふ
も
急

き
ゅ
う
は
ん坂
椿
落
つ�

�

伊
東

　佳
世

落
椿
亡
き
子
の
齢

よ
わ
い

数
へ
を
り�

�

樋
口

　京
子

惜
し
み
な
く
落
椿
載の

す
切
株
に�

�

八
尋

　風
華

す
が
る
べ
き
わ
ら
よ
憲
法
記
念
日
よ�

�

平
野

　文
子

口
重
き
女
の
面
影
紅
椿�

�

今
村

　素
瓶

仏
壇
へ
卒
業
証
書
供
へ
け
り�

�

片
渕
は
つ
み

種
ま
く
や
目
覚
め
よ
起
き
よ
空
仰
ぐ�

�

今
村

　浄
子

入
学
や
希
望
に
満
ち
て
空
仰
ぐ�

�

吉
松

　義
廣

美
し
き
村
に
な
び
き
て
鯉
幟�

�

諸
永

　素
子

春
の
蟬
谷
間
に
真す

ぐ

に
響
き
け
り�

�

本
多
み
な
え

地
蔵
の
目
う
る
む
路
傍
の
落
椿�

�

上
田

　繭
結

毎
月
第
１
水
曜
日
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
で
句
会
。

初
心
者
大
歓
迎
。（
松
永
　
☎
９
３
２・３
５
１
７
）

う
ぶ
す
な
句
会
会
員
募
集

俳
句
俳
句�

「
桜
散
る
・
落

お
ち
つ
ば
き

椿
・
憲
法
記
念
日
・
紅
椿
・
卒
業
証
書
・
入
学
・
種
ま
き
・
鯉

こ
い
の
ぼ
り

幟
・
春
の
蟬
」��

う
ぶ
す
な
句
会

傷
口
を
時
間
は
う
ま
く
縫
い
合
わ
せ�

�

小
林

　淑
子

口
車
乗
っ
て
ど
こ
ま
で
昇
る
の
か�

�

安
原
美
智
子

就
活
に
喪
服
の
よ
う
な
黒
ス
ー
ツ�

�

渡
辺

　閑
牛

亡
き
母
の
口
ぶ
り
に
似
て
ハ
ッ
と
す
る�

�

カ
ト
レ
ヤ

口
紅
を
引
い
て
女
は
決
意
す
る�

�

池
田

　茂
代

黒
一
色

　皆
で
決
め
た
ら
超
派
手
だ�

�

泉
ス
イ
ゲ
ン

ち
ら
ほ
ら
と
黒
い
噂
も
選
挙
前�

�

木
村

　文
福

自
分
史
に
あ
ま
り
に
多
い
黒
い
染
み�

�

杉
原

　満
月

Ｃ
Ｔ
で
腹
の
黒
さ
を
指
摘
さ
れ�

�

早
瀬

　楽
包

一
点
の
シ
ミ
も
許
さ
ぬ
清
純
派�

�

上
原

　ふ
み

ど
す
黒
い
亀
が
裏
か
ら
唆

そ
そ
の
かす�

�

と
が
み
か
つ
す
け

黒
白
を
決
め
ず
に
裁
く
母
の
技�

�

山
本

　む
つ

黒
い
雨
降
ら
れ
た
国
が
核
の
傘�

�

上
田

　多
門

真
実
が
見
え
ぬ
開
示
の
塗
り
つ
ぶ
し�

�

遠
藤
よ
り
子

暗
が
り
の
視
野
唆
す
非
常
口�

�

長
﨑

　瑞
竹

川
柳
川
柳��

夢
現
代

「
川
柳
夢
現
代
」七
月
例
会
の
ご
案
内

　
７
月
５
日（
土
）　
13
時
30
分
か
ら
、ア
ザ
レ
ア
ホ
ー

ル
須
恵
研
修
室
で
例
会
を
開
き
ま
す
。
今
回
の
お
題
は
、

　
◦
互
選「
コ
ピ
ー
」一
句

　
◦
宿
題「
心
」「
越
す
」各
三
句

と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
席
で
き
な
い
時
は
、投
句
の
み
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

初
心
者
も
大
歓
迎
！
　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問 

夢
現
代
　
早
瀬
　
☎
９
３
３・１
５
８
８

若杉クラブだより

須恵町シニアクラブ連合会
会長　藤 英寿

昼食会場に到着した
単位クラブの皆さん
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デイサロン
わく
わく

7月分
介護予防教室

65歳以上の皆さん

介護予防教室に参加して
みませんか？

申込資格   おおむね65歳以上で町内に住
所があり、要介護認定を受けて
いない人

7月分申込期間  6月16日（月）〜30日（月）
申込方法  電話または窓口で申し込み
申 込 先  役場1階 福祉課窓口

 ☎ 932-1493（ダイヤルイン）
 ☎ 932-1151（内線128）

※ 内容は変更になる場合があります。詳しくは福祉課まで
お問い合わせください。

個
人
情
報
を
聞
き
出
す
不
審
な
電
話

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

事
例
1 

＋
1
か
ら
始
ま
る
電
話
番
号
に
出
た

ら「
大
手
電
話
会
社
か
ら
の
重
要
な
お
知
ら
せ

で
す
。
2
時
間
後
に
す
べ
て
の
通
信
サ
ー
ビ
ス

を
停
止
さ
せ
ま
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の
お
繋

ぎ
を
ご
希
望
の
人
は
1
を
押
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
た
。
そ
の
ま

ま
切
っ
た
が
自
分
の
電
話
番
号
を
知
ら
れ
て
い

る
の
で
不
安
。

事
例
2 

自
宅
の
固
定
電
話
の
留
守
番
電
話
に

国
税
庁
を
名
乗
り
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く

だ
さ
い
。
税
金
を
払
っ
て
い
る
人
は
1
、関
係

な
け
れ
ば
2
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
回
答
が
な

け
れ
ば
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
り
、関
係
部
署

か
ら
連
絡
が
入
り
ま
す
」と
録
音
さ
れ
て
い
た
。

対
処
法
と
ア
ド
バ
イ
ス

●�

個
人
情
報
は
絶
対
に
伝
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

◦�

実
在
す
る
組
織
名
を
名
乗
る
不
審
な
電
話
は
、

個
人
情
報
を
取
得
し
た
り
、金
銭
を
だ
ま
し

取
っ
た
り
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

◦�

非
通
知
や
知
ら
な
い
番
号
か
ら
の
電
話
に
は

普
段
か
ら
出
な
い
、固
定
電
話
は
留
守
番
電

話
に
転
送
さ
れ
る
よ
う
設
定
す
る
な
ど
慎
重

に
対
処
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

電
話
で
個
人
情
報
を
聞
か
れ
て
も
絶
対
に
伝

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

自
動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
電
話
は
最
後
ま
で

聞
か
ず
、す
ぐ
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

◦�

電
話
会
社
や
国
の
機
関
が
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

休
止
の
お
知
ら
せ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
、

自
動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
S
M
S
を
使
っ
て

個
人
に
連
絡
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦�

外
国
か
ら
の
着
信
に
折
り
返
し
連
絡
を
す
る

と
高
額
な
国
際
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

（
＋
が
つ
い
た
電
話
番
号
は
外
国
か
ら
の
国

際
電
話
で
す
）

●�

特
に
高
齢
者
は
、日
頃
か
ら
身
近
な
家
族
や

周
り
の
人
の
見
守
り
が
大
切
で
す

◦�

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

は
、身
近
に
い
る
周
り
の
人
が
日
頃
か
ら
高

齢
者
の
生
活
や
言
動
、態
度
な
ど
を
見
守
り
、

変
化
に
い
ち
早
く
気
づ
く
こ
と
が
と
て
も
重

要
で
す
。
遠
く
に
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
場

合
で
も
、定
期
的
に
電
話
を
し
て
様
子
を
伺

い
、不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
個
人

情
報
を
伝
え
な
い
よ
う
に
高
齢
者
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

　
不
安
に
思
っ
た
時
や
、個
人
情
報
を
伝
え
て

し
ま
っ
た
と
き
は
、か
す
や
中
南
部
広
域
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
の
お
知
ら
せ

か
す
や
中
南
部
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼	

開
設
日
　
月
曜
日
～
金
曜
日

	

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

▼	

相
談
時
間
　
10
時
～
15
時
30
分

▼	

場
　
所

	

志
免
町
地
域
安
全
安
心
セ
ン
タ
ー 

２
階

	

（
志
免
町
志
免
中
央
１
の
10
の
10
）

▼	

問
い
合
わ
せ
先

	

☎
９
３
６・１
５
９
４

※�

相
談
の
際
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消費生活

110番

日　　時  水曜日・金曜日
 ９時50分〜11時20分
場　　所  地域活性化センター（オイコス）1階

7月スケジュール
● 9日（水）
 ほのぼの体操
 講師　髙濱 弥生 先生
 自己負担金　100円
● 16日（水）
 すまいる体操
 講師　宇都宮 準一 先生
 自己負担金　100円
● 18日（金）
 ぬり絵
 講師　ボランティア
 自己負担金　100円
 定員　20人
● 23日（水）
 ライフキネティック
 （脳トレ×運動エクササイズ）
 講師　山本 美幸 先生
 自己負担金　100円
● 25日（金）
 楽音活教室
 講師　フカノ楽器店
 自己負担金　100円
 定員　30人

身体を効果的に
使える方法
教えます！

遊び感覚で
楽しみながらの

健康体操！

ミュージックフープという
楽器を使いながら、音楽に合わせ、

下肢から上肢まで鍛えることが
できるエクササイズです！

年齢関係なく、誰もが楽しめる
体操講座！ 体も頭も「11歳若返り」。
認知症予防・集中力・記憶力UPの

効果があります！

自分のペースで取り組める
創造性を発揮できる

レクリエーション！ 指先を使いながら
脳を刺激できます。

相
談
事
例
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